
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■■  裾裾野野市市本本庁庁舎舎のの建建物物概概要要   
  所 在 地： 静岡県裾野市佐野１０５９番地 

  構 造 規 模： 地上 5 階（鉄筋コンクリート造） 

地下 1 階、塔屋 1 階 

  基 礎 構 造： 直接基礎（一部鋼管杭補強） 

  建 築 面 積： 1783.09 ㎡  延床面積： 6435.25 ㎡ 

  最 高 高 さ： 24.95ｍ 

  竣 工 年 月： 1977 年（昭和５２年） 

 

 

■■  耐耐震震補補強強工工事事のの概概要要  
 

  工 事 名 称： 平成 22・23 年度国庫補助事業 

 裾野市本庁舎耐震補強工事

工 期： 平成 22 年 7 月 23 日～平成 24 年 1 月 31 日（約 18 ヶ月） 

  請負契約額： 1,151,840,550 円（うち耐震補強工事 約 7.7 億円）

  設 計： 戸田建設㈱ 一級建築士事務所 

  施 工： 戸田建設㈱ 名古屋支店 

工 事 概 要： 基礎直下に存在する地下空洞充填工事 

地下１階柱頭部における免震レトロフィット工事 

その他リニューアル工事 

  

裾野市は、静岡県の東、富士山のふ

もとに広がり、東には箱根外輪山、西

には愛鷹連山と豊かな自然に囲まれ

た工業のまちです。 

 

人口は 54,281 人（平成 24 年 1

月１日現在）、面積 138.17 平方キロ

メートル。気候は温暖で、交通の便も

良く、豊かな自然と産業が調和したま

ちです。 

  

また、裾野市は『健康文化都市』を宣

言し、誰もが健康で、人と自然のふれあ

いを大切にして、豊かな裾野の文化を作

り続けることを目指しています。 

 そして、わたしたちの一番の自慢は雄

大な富士山の眺望です。稜線が最も美し

く、優雅で、気品に満ちた四季折々の富

士山を、ぜひご覧ください。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

裾裾野野市市本本庁庁舎舎耐耐震震補補強強工工事事  
（（裾裾野野市市本本庁庁舎舎  免免震震レレトトロロフフィィッットト工工事事））  

連絡先：静岡県裾野市佐野 1059 番地 裾野市役所総務管財課 

                 TEL 055（995）1807  FAX 055（993）3607

 

平成 24 年 2 月作成

市の木：スギ 

市の花：アシタカツツジ 

市の鳥：ウグイス 

●●耐耐震震性性能能目目標標 

●●全全体体工工程程 

よよううここそそ！！『『健健康康文文化化都都市市』』裾裾野野市市へへ 
 

 レベル１ レベル２ 

想定する地震動 稀に発生する地震動 極めて稀に発生する地震動 

告示波 ×1.00 ×1.50 

サイト波（想定東海を含む） － ×1.25 

割増 

係数 

※ 既往観測波 ×1.00 ×1.50 

要求耐震性能 
地震後に構造躯体は補修を必要 

とせず，使用可能とする 

地震後に構造躯体は補修を必要

とせず，使用可能とする 

上部構造 
短期許容応力度以下 

最大層間変形角1/1000以下 

弾性限耐力以下 

最大層間変形角1/500以下 

床応答加速度300gal以下 

安定変形以下 

（せん断歪み率200%以下） 

引き抜き力が生じない 

性能保証変形以下 

（せん断歪み率300%以内） 

限界引張強度(-1N／mm2)以下

免震装置 

（アイソレーター） 

32cm以内 48cm以内 

下部構造（柱・基礎梁） 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 

基礎 短期許容支持力度以下 短期許容支持力度以下 

耐震 

性能 

目標 

地下空洞 溶岩の短期破壊強度以下 溶岩の短期破壊強度以下 
 
※「静岡県建築構造設計指針・同解説」及び「静岡県既存建築物の耐震診断・補強計画マニュアル 2006年版」の規定に

より、全国基準（建築基準法の規定による最低水準）に対して約1.5倍以上の耐震性能を確保するため、設計用地震力を
割増しています。 

耐
震
改
修 

そ
の
他
改
修

2010 年 2011 年 

既存解体

準備・先行工事 
外周部 山留め･掘削･擁壁躯体

空洞充填 躯体補強工事 仕上･復旧 検査

外壁改修 
内装仕上げ改修工事 

ﾄｲﾚ改修工事 

１   ２   ３   ４   ５   ６   ７   ８   ９   10   11  12

免震化工事 

設備更新工事 

2012 

１   ２   ３   ４   ５   ６   ７   ８   ９   10   11  12   1 

わたくしたち裾野市民は、麗峰富士のもと、あふれる

緑と清流、そして温暖な気候に恵まれた自然の恩恵を

享受しています。 

この豊かな自然環境を守り、健やかで活気に満ちた

人生を、地域をきずきあげることは、わたくしたちすべ

ての願いです。 

市民一人ひとりの創意と工夫により、健康的な生活

習慣を身につけ、「すがすがしく、すこやかに、たすけ

あいに生きるまちづくり」をめざし、ここに「健康文化都

市すその」を宣言します。 

健康文化都市宣言  （平成 7 年 12 月 2 日） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

■■  本本庁庁舎舎基基礎礎直直下下にに存存在在すするる地地下下空空洞洞充充填填工工事事   
裾野市本庁舎の基礎直下には、約１万年前の富士山噴火の溶岩流によ

って形成されたと言われる地下空洞が存在しており、今回の耐震補強工

事の実施にあたり、上下２層で構成されている地下空洞のうち上層の第

１空洞の一部をエアミルク（モルタルと空気を混ぜ合わせたもので充填

性に優れた材料）により充填しました。 

●●充充填填工工事事前前のの地地下下空空洞洞のの様様子子 

第１空洞

第２空洞
（推定）

エアミルクで充填
建設当初に施工された

補強用の鋼管杭

●●地地下下空空洞洞  断断面面図図 

第１空洞

第２空洞
（推定）

モルタルバック
（隔壁）

工事用
進入口

建物ライン

エアミルクで充填

モルタルバック
（隔壁）

●●地地下下空空洞洞  平平面面図図 

■■地地下下１１階階柱柱頭頭部部ににおおけけるる免免震震レレトトロロフフィィッットト工工事事   
裾野市本庁舎は、平成 17 年度に実施した耐震診断の結果、倒壊する危険性は低いが、かなりの被害を受ける可能性があり防災拠点としてはふさわしくないた

め、平成 22～23 年度にかけて耐震補強工事を実施しました。 

補強工法は、地震発生後の庁舎継続使用の面で最も優れている免震工法を採用しています。 

 STEP-1

STEP-1（解体工程）
 

①外周山留め打設 

②1 次掘削 

③柱周囲の既存壁切断 

④2 次掘削 

①

④

②

③

▼GL 

▼B1FL 

▼1FL 
 STEP-4

STEP-4（免震化工程）
 

⑫アイソレータ設置 

⑬装置下部基礎コン打設

⑭免震装置プレロード

⑮装置上部基礎グラウト

▼GL 

▼B1FL 

▼1FL 

⑫

⑬

⑮ ⑭

 STEP-5 

STEP-5（除荷工程） 
 
⑯ジャッキダウン 
⑰水平拘束材等撤去 
⑱壁復旧工事（EXP.J 含む） 

  免震化完了 
⑲擁壁・ｽﾗｲﾄﾞｽﾗﾌﾞ構築 

▼GL 

▼B1FL 

▼1FL 

⑰ 

⑱ 

⑯ 

⑲ 

STEP-2

STEP-2（補強工程） 
 

⑤基礎梁･柱の補強 

⑥梁補強、ｷｬﾋﾟﾀﾙ構築

⑦B1F 柱増打ち補強 

⑧水平拘束ﾌﾞﾚｰｽ等設置

▼GL 

▼B1FL 

▼1FL 

⑥
⑥

⑦ 

⑧

⑤ 

 STEP-3

STEP-3（切断工程） 
 

⑨ｷｬﾋﾟﾀﾙ部に仮受け 

サポート設置 

⑩ジャッキアップ 

⑪既存柱切断（ﾜｲﾔｰｿｰ）

▼GL 

▼B1FL 

▼1FL 

⑨

⑩

⑪

 

●●施施工工手手順順図図 

●●免免震震装装置置配配置置図図  （（地地下下１１階階）） 
 

 高層部分 

 低層部分 

天然ゴム系積層ゴムアイソレータ(40基) 鉛プラグ入り積層ゴムアイソレータ(15基) オイルダンパー(5基)

●●免免震震装装置置のの概概要要  

 静岡県 

●●耐耐震震診診断断・・耐耐震震改改修修ママーーククのの標標示示 

平成 24 年 2 月 10 日に（社）静岡県建築士

事務所協会より左記の耐震診断・耐震改修マーク

の表示プレートをいただきました。 

これは、耐震補強工事の実施により裾野市本庁

舎が高い耐震性能を有する建築物となったこと

を示すものになります。 

このプレートを正面玄関および地下出入口に

掲示していますが、これは、本庁舎利用者の方に

東海地震警戒宣言発令時や地震発生の際に、的確

に対応していただくことを目的としています。 

 

 

建物の揺れを早く収めるた

めの減衰装置です。 
オイルダンパーは建物の揺

れの速さ（速度）に比例した

減衰力（抵抗力）を発揮し、

小さい揺れから大きな揺れま

で確実に抑えます。 

ＲＢは天然ゴムと鋼板を交互に

積み重ねた免震装置で、鉛直方向は

硬く水平方向には柔らかい性質を

もち、建物の重量を安定して支える

ものです。 
ＬＲＢはゴムの中心に鉛プラグ

を入れ、減衰機能と天然ゴムの復元

力機能を併せもつ免震装置です。

 天然ゴム系積層ゴムアイソレータ 

ＲＢ(φ650,700,1000) 合計 40 基 

鉛プラグ入積層ゴムアイソレータ 

ＬＲＢ(φ800,900,1000) 合計 15 基 

ボルト穴 天然ゴム 内部鋼板 

被覆ゴム フランジ 

ボルト穴 天然ゴム 内部鋼板 

被覆ゴム フランジ 鉛プラグ 

積層ゴムアイソレータ

オイルダンパー

(RB) 

(LRＢ) 

合計 5基

・１～５階の執務空間内での耐震工事なし
・引越しすることなく、居たまま工事が可能

▽1FL

地下１階
耐震補強工事エリア

オイルダンパー

●●免免震震化化工工事事  断断面面図図 


